
 

 

令和元年（暦年）沖縄県入域観光客統計概況 
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令和元年（暦年）の観光客数は、1,016 万 3,900 人で過去最高 

対前年（H30）比 ＋31 万 6,200 人、＋3.2％ 

 

■月別入域観光客数の推移（平成 29 年～令和元年） 
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平成29年 653.0 637.9 778.5 759.2 740.6 798.8 907.9 1,002.5 837.1 799.3 762.9 718.5 9,396.2 9.1％

平成30年 704.3 711.4 837.4 833.2 830.9 809.7 885.8 1,041.5 801.5 849.3 795.2 747.5 9,847.7 4.8％

令和元年 753.5 772.2 884.0 851.4 834.9 868.2 963.6 1,021.2 809.3 851.3 799.2 755.1 10,163.9 3.2％

R1増減率 7.0％ 8.5％ 5.6％ 2.2％ 0.5％ 7.2％ 8.8％ △1.9％ 1.0％ 0.2％ 0.5％ 1.0％ 3.2％
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■令和元年（暦年）の概況（総括） 

 令和元年（暦年）の入域観光客数は 1,016 万 3,900 人で、前年比で 31万 6,200 人、率にして 3.2％

の増加となった。韓国市場の減速による影響が大きかったものの、初の 1,000 万人台を記録し、７

年連続で過去最高を更新した。 

前年と比べて増加した要因は次の通りと考えられる。 

 ○行政や民間が一体となったプロモーション活動により、沖縄の認知度向上や旅行意欲の喚起を

図ったこと 

○下地島（宮古）路線の新規就航などの国内航空路線の拡充による国内客の増加 

○海外航空路線の拡充・クルーズ船寄港回数の増による外国客の増加 

〇前年は麻しん発生や自然災害の影響が大きかったことによる反動 

 

■令和２年の見通し 

 令和２年は、那覇空港第２滑走路の供用開始により観光インフラが拡充されることや、東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会開催による訪日旅行需要の高まりが期待されるほか、ツー

リズム EXPO ジャパン 2020 沖縄開催が予定されている。 

国内客については、各航空会社による航空路線が拡充されていることから、国内観光地との競合

が想定されるものの、国内旅行市場は堅調に推移するとみられる。 

外国客については、韓国市場の動向を留意する必要があるものの、中国・東南アジア市場におい

て航空路線の拡充が予定されていることや、経由便による空路客の入込増加が期待される。また、

クルーズ船の寄港についても増加する予定となっていること等から、堅調に推移するものと見込ま

れる。 



 

 

 

国内観光客の動向 

■入域観光客数（国内） 

 令和元年（暦年）の国内客は、過去最高の 723 万 3,900 人で、対前年比で 29 万人、率にして 4.2％

の増加となった。これまでの暦年における国内客の過去最高の入込は、平成 30 年の 694 万 3,900

人。 

 

■令和元年（暦年）国内観光客の状況（方面別の月別推移） 
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東京 253.8 253.8 311.8 279.5 253.3 272.9 330.8 357.2 296.1 300.1 291.9 277.9 3,479.1 2.7％

関西 101.8 101.3 130.8 124.1 131.3 123.1 134.6 160.2 122.0 119.1 116.9 114.0 1,479.2 5.9％

福岡 69.7 71.1 84.3 74.9 69.1 70.8 78.5 88.3 72.6 80.7 78.4 74.0 912.4 3.4％

名古屋 44.9 48.7 59.5 54.4 47.7 49.8 55.7 64.2 48.5 55.3 50.6 47.3 626.6 7.5％

その他 53.5 57.2 71.0 68.2 65.1 53.2 61.2 68.4 51.4 65.6 62.3 59.5 736.6 6.1％

計 523.7 532.1 657.4 601.1 566.5 569.8 660.8 738.3 590.6 620.8 600.1 572.7 7,233.9 4.2％

増減率 2.7％ 3.0％ 4.8％ 8.0％ 10.1％ 6.6％ 11.1％ △0.4％ 3.4％ 3.0％ △0.7％ 0.4％ 4.2％
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■国内観光客の概況 

 令和元年（暦年）は台風の影響があったものの、景気回復基調が継続したことで全体として国内

旅行需要は好調に推移した。ゴールデンウィークが 10 連休となり 4月では初めて 60 万人を超えた

ことや、成田－下地島（宮古）路線の新規就航等の航空路線の拡充があったこと等から、前年を上

回った。 

 

【方面別の動向】 

 東京方面   成田－下地島（宮古）路線の新規就航に加えて、既存路線の提供座席数の増加な

どの航空路線の拡充があったこと等から、前年を上回った。 

 

 関西方面   関西－下地島（宮古）路線の新規就航に加えて、既存路線の提供座席数の増加な

どの航空路線の拡充があったことや、前年は関西国際空港の一時閉鎖や台風の影響

が大きかったことによる反動等から、前年を上回った。 

 

 福岡方面   福岡から宮古・石垣への直行便及び北九州－那覇路線の提供座席数の増加などの

航空路線の拡充があったこと等から、前年を上回った。 

 

 名古屋方面  名古屋から宮古への直行便及び名古屋－那覇路線の増便等の航空路線の拡充が

あったこと等から、前年を上回った。 

 

 



 

 

外国人観光客の動向 

■入域観光客数（外国） 

 令和元年（暦年）の外国客は、過去最高の 293 万人で、対前年比で 2万 6,200 人、率にして 0.9％

の増となった。これまでの暦年における外国客の過去最高の入込は、平成 30 年の 290 万 3,800 人。 

 

■令和元年（暦年）外国人観光客の状況（方面別の月別推移） 
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台湾 55.0 58.7 73.1 84.8 94.9 105.3 104.2 95.8 79.6 73.8 61.9 52.6 939.7 5.6％

韓国 61.1 48.9 42.4 42.0 45.6 45.2 39.7 23.5 8.4 7.9 5.5 10.5 380.7 △31.5％

中国 66.4 77.2 45.1 46.9 49.7 67.9 71.6 81.3 65.3 73.7 61.7 47.4 754.2 19.3％

香港 10.8 10.9 15.4 25.4 22.1 24.2 32.0 29.9 21.3 22.3 18.4 24.1 256.8 5.9％

その他 36.5 44.4 50.6 51.2 56.1 55.8 55.3 52.4 44.1 52.8 51.6 47.8 598.6 2.5％

計 229.8 240.1 226.6 250.3 268.4 298.4 302.8 282.9 218.7 230.5 199.1 182.4 2,930.0 0.9％

増減率 18.2％ 23.3％ 7.8％ △9.6％ △15.1％ 8.5％ 4.1％ △5.7％ △5.1％ △6.5％ 4.2％ 2.9％ 0.9％
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■外国人観光客の概況 

令和元年（暦年）は、全体としては前年並みに推移した。空路客については香港市場の航空路線

の拡充等があったものの、韓国市場における訪日旅行自粛の動きや航空路線の減便等の影響により、

前年を下回り、海路客についてはクルーズ船の寄港回数が増加したことにより、前年を上回った。 

 

【市場別の動向】 

 台湾     航空路線の拡充に加え、クルーズ船の寄港回数も前年並みを推移したこと等によ

り、空路・海路客ともに増加し、過去最高であった前年を上回り、初の 90 万人台

となった。 

 

 韓国     韓国市場における訪日旅行自粛の動きや航空路線の減便等の影響により、空路客

を中心に減少し、過去最高であった前年を下回り、30 万人台となった。 

 

 中国本土   航空路線は前年並みを推移したものの、中国発クルーズ船の寄港回数増により、

海路客が増加し、初の 70 万人台となった。 

 

 香港     航空路線の拡充に加え、香港発クルーズ船の寄港回数増により、空路・海路客と

もに増加し、前年を上回り、過去２番目の観光客数となった。 

        ※過去最高は、平成 29年の 25万 6,900 人 

 

その他    シンガポール－那覇路線など東南アジア方面での提供座席数の増加があった。 


